




動物実験で冠動脈を傷害すると Thromboxane B2(以下 TXB2)値が増加するといわれており、

成人の冠動脈疾患(心筋硬塞、狭心症)の発病初期にTXB2 値が増加すると報告されている。

また最近、川崎病発病初期に TXB2値が高値をとるものもあるとの報告がある。我々は、ブ

ロスタグランデｨン系に影響を与えない状態での川崎病の TXB2値の変動をみるため、ワー

ファリンを投与し、発病初期より経時的に採血し TXB2 値を測定した。また冠動脈障害群と

異常なしの群に分けて TXB2 値の比較を行なった。アスピリン投与群についても、TXB2 値

の検討を行なった。 


